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＜臨時調査報告＞電力等のエネルギー価格高騰の影響について

特 集 特 集 

　宮崎県中央会では情報連絡員調査を依頼している30組合に、毎月の情報連絡員調査と併せて、7月～８月に電力
等のエネルギー価格高騰の影響に関する調査を実施しました。

＜事業者の声：一部抜粋＞
・エネルギー価格のみならず、原材料全般の価格が高騰している状態。販売価格に転嫁できるように動いている最中である。
・業種的に大型車両を多数所有し、軽油を大量に使うため、原油価格等の上昇は非常に経費を増大させる。
・太陽光発電を利用しているため、上昇を抑えられた。

＜事業者の声：一部抜粋＞
・別会社に切り替え、年間の費用が低減した中でのこのような事態になり、戸惑っている。
・最低賃金額への対処をお願いしたい。
・電力事業は国策だと思うが、安価で安定した供給が行われる事が先決だ。それに伴い、原子力発電の再稼働が不可避であるな
　らば議論すれば良い。
・飲食店、特に従業員を多く抱えている店舗と個人店舗を分別した支援が必要。
・国の石油元売り会社への助成が見えてこない。小売りにおける助成等があれば実感があるのではないか 。

※その他
・可能な限り、節電するよう心掛けている。
・節電気（電子ブレーカー等）の設置やLED照明への変更を予定している。
・LPガス仕入増加については転嫁したが、工場用電力料金増加分については出来ていない。
・電力に関しては照明をLEDに替え、契約アンペアを小さくした。
・ガソリン等に対しては無駄な走行をしないよう職員に呼びかけた。
・車のハイブリッド車への買い替えは簡単にはできない状況である。

　現在（回答日時点）のエネルギー価格（電力、ガス等）の影響の状況について、
1年前と比較し「上昇した」と回答した数の割合は、全体の約74％を占めた。
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1 上昇した（20％未満）

2 上昇した（20％以上～50％未満）

3 上昇した（50％以上～100％未満）

4 上昇した（100％以上～150％未満）

5 上昇した（150％以上）

6 低下した

7 変わらない

8 業種柄、価格変動の影響なし（対象外）
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3 他電力との契約に切替済み

4 他電力への切替を交渉中

5 業種柄、価格変動の影響を受けない(対象外)

6 その他（※）

質問 Ⅰ　現在のエネルギー価格（電力・ガス等）の影響について（１年前と比べて）

　講じた対策のうち、「1．販売価格への転嫁」と「5．業種柄、価格変動の影響を受けない」が同率で約30％と最も多かった。次いで
「3．他電力との契約に切替済み」7.4％、「4．他電力への切替を交渉中」7.4％と、他電力への交渉が合わせて約15％となった。

質問 Ⅱ　講じた（講じる予定の）対策

質問 Ⅲ　必要だと思われる支援策等
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〇基金を活用して９月補正予算で実施する事業

　中央会では、８月３日に、河野知事に対し、中小企業振興対策について要望を行い、知事からは、「今は原油高、
物価高など、非常に見通しがつかない状況ではあるが、必要な財源を確保して、必要な対策をこれからも打っ
ていく。」との回答がありました。

　このような中、県は、９月定例県議会において、３０
億円の「宮崎再生基金」を設置することを決定しました。
　８月２６日の知事の定例記者会見では、知事から、今
後の原油高関連の対策について、「状況は刻 と々変化して
いるので、どのような対策を機動的に打つべきなのか、
国が打ち出す対策も見ながら、スピード感を持って対応
できるというのがこの基金を設置する目的である。現場
の実態、要望、声そして今後の国の動向を踏まえながら
随時対策を打っていきたい。」とのコメントがありました。
　
　中央会では、厳しい経営環境下にある中小企業・小規
模事業者への対応のため、この基金が有効に活用されるよう県と連携しながら取り組んでまいります。

需要喚起・事業維持支援　1億円
みやざき商店街等にぎわい回復応援事業 　物価高騰等対策　　0.4億円
　商店街等に対して、イベント事業等に要する経費を補助
国内航空路線安定維持緊急支援事業 　　物価高騰等対策　　0.6億円
　宮崎空港ビルが航空会社に対して行う施設使用料減免相当額を補助

県民生活の安定化　　　５百万円
コロナ禍における子どもの貧困緊急実態調査事業 　コロナ対策　　5百万円
　子どもの貧困に関する実態を把握するため、子どもやその保護者を対象とした調査を実施

交流回復を見据えた活性化対策　１.4億円
スポーツキャンプ誘致・誘客緊急支援事業 　コロナ対策　　0.9億円
　日本代表クラスのスポーツキャンプ等を誘致するとともに、観光客の誘客等の取組を強化
インバウンド緊急誘客促進事業　　コロナ対策　 　0.6億円
　インバウンド受入再開を受け、海外旅行会社等と連携した本県観光のキャンペーン等を実施

令和4年9月宮崎県補正予算　宮崎再生基金のポイント
I N F O R M A T I O N
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▲ 8月3日に行われた宮崎県に対する中小企業振興対策に関する要望



お問合せ先 宮崎労働局　雇用環境・均等室（℡:0985－38－8821）　又は、
みやざき働き方改革推進支援センター（℡：0120－975－264）又は、
業務改善助成金コールセンター（（℡：0120－366－440）へ。
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　『業務改善助成金（通常コース）』は、生産性を向上させ、「事業場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）」
の引上げを図る中小企業・小規模事業者（※１）を支援する助成金です。
　事業場内最低賃金を一定以上引き上げ、設備投資（機械設備、コンサルティング導入や人材育成・教育訓練）
などを行った場合に、その費用の一部を助成します。

事業場内最低賃金と地域別最低賃金の差額が30円以内の中小企業等が対象となります。

宮崎県最低賃金が令和４年10月６日から時間額853円に改定されることから、同日以降は事業場内最低

賃金が883円までの中小企業等が対象となります。

「生産性」とは、企業の決算書類から算出した労働者１人当たりの付加価値を指します。助成金の支給申

請時の直近の決算書類に基づく生産性と、その３年度前の決算書類に基づく生産性を比較し、伸び率が一

定水準を超えている場合等に、加算して支給されます。

通常コースとは別に「業務改善助成金（特例コース）」もあります。

詳しくは厚生労働省ホームページ、宮崎労働局ホームページ又は下記の問合わせ先へ。

事業場内最低賃金が870円未満の事業

場は9/10

事業場内最低賃金が870円以上の事業

場は4/5

（ただし生産性（※２）要件を満たした

場合は9/10）

宮崎県最低賃金が時間額８５３円に改定

［最低賃金引上げの中小企業・小規模事業者に対する支援策］

賃金引上げ
労働者数

30円
コース

45円
コース

60円
コース

90円
コース

助成率

〈助成額の上限〉

　これまでの年末調整では、従業員は保険会社から保険料控除証明を書面（ハガキ）で受け取り、それを基に手書きで保
険料控除申告書を作成して書面で勤務先に提出するなど、年末調整の一連の手続きを書面で行っていました。
 この一連の手続きが電子化されると、従業員は控除証明書を電子データで受け取り、当該データを電子化に対応した民
間ソフトウェアや国税庁が提供する年末調整控除申告書作成用ソフトウェア（通称「年調ソフト」）にインポートすることで、
各種控除申告書をデータ作成しメール等で勤務先に提出することができるようになります。
 なお、詳細については、国税庁ホームページの「年末調整手続の電子化に向けた取組について」
（https://www.nta.go.jp/users/gensen/nenmatsu/nencho.htm）をご覧ください。

年末調整手続の電子化について
I N F O R M A T I O N

【問合せ先】　宮崎労働局労働基準部 賃金室  電話：0985－38－8836

宮崎県最低賃金は、本年10月６日（木）から「時間額853円」に改定されることになりました。
最低賃金は臨時、パート、アルバイトを含む宮崎県内で働くすべての労働者に適用されます。

１人 30万円 45万円 60万円 90万円

２～３人 50万円 70万円 90万円 150万円

４～６人 70万円 100万円 150万円 270万円

７人以上 100万円 150万円 230万円 450万円

10人以上 120万円 180万円 300万円 600万円

〇

〇

※１

※2

  〇
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EVの購入費用
国のCEV補助額の2/3（上限50万円）

EV充電設備機器の購入費
1/4以内（上限100万円）

化石燃料を使用するボイラーを電気設備に更新する際の経費
1/2以内（上限150万円）

太陽光パネル等再エネ設備と省エネ設備の導入を同時に行う経費
1/2以内（上限500万円）

補助の概要や要件等の詳細は県庁ホームページをご参照ください。

社用車や配達用車両
として電気自動車
（EV）を導入

業務で使用する重油ボ
イラー等を電気式
（エコキュート等）に更新

事業所への太陽光パネル
の導入と省エネ機器への
更新を同時に実施



お問合せ先 宮崎労働局雇用環境・均等室　ＴＥＬ0985-38-8821

詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。交付申請期限：令和4年11月30日（水）
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〇労働時間適正管理推進コース
　令和２年４月１日から、賃金台帳等の労務管理書類の保存期間が５年（当面の間は３年）に延長されています。このコー
スでは、生産性を向上させ、労務・労働時間の適正管理の推進に向けた環境整備に取り組む中小企業事業主の皆さまを支
援します。

〇団体推進コース
　令和２年４月１日から、中小企業に、時間外労働の上限規制が適用されました。このコースでは、事業主団体などが、
その傘下の事業主のうち、労働者を雇用する事業主（以下「構成事業主」といいます）の労働条件の改善のために、時間外
労働の削減や賃金引き上げに向けた取り組みを実施した場合に、重点的に助成金を支給します。

令和４年度「働き方改革推進支援助成金｣のご案内
I N F O R M A T I O N
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　当組合の受発注等システムは構築から17年が経過しており、ICT技術が目まぐるしく進展するなかで移り変わりの早い経
営環境に対応するためにも、システムの更なる改善と利便性向上が課題となっていた。また組合員においては、人材確保難
を背景として限られた職員での保育運営を強いられる中で、業務の効率化（システムの扱い易さ、作業迅速化、職員の業務
負担軽減）とコスト削減（人件費）を図る必要があったため、新システムの開発・導入に取り組むこととした。

　まず、新システム開発・導入の進め方について中央会の担当指導員が組合ヒアリングを実施し、具体的な取組み内容及
び補助事業の活用を検討した。次に、「組合等ICT対応強化支援事業」を活用し、システムリニューアルに向けた事前準備と
して、既存システムの評価（現場からのヒアリング、問題点の洗い出し、改善案の検討）とリニューアル計画（要件定義、提
案依頼書作成、開発スケジュール策定等）について、専門家（中小企業診断士等）を交えて研究会（平成30年8月～平成31
年3月まで計7回）を実施した。
　そして研究会での活動結果を総括し、「組合等情報ネットワークシステム等開発事業」を活用して具体的なシステムリニュー
アル詳細について検討、協議及び決定するために専門家（中小企業診断士等）を交えて新システム開発委員会（令和元年8
月～令和2年1月まで計8回）を実施した。
　新システム開発委員会の業界側委員は理事長、副理事長、専務、理事のほか現場で実務に携わる組合員の職員2名（栄
養士、調理師）の計6名を選定した。また、外部専門家委員は司会進行（ファシリテーター）役の中小企業診断士、ITの専
門的知見を有する外部IT専門家、補助事業全体の助言を行う中央会担当指導員の計3名を選定し、途中からシステム開発
予定企業もオブザーバーとして加え、協議を重ねていった。
　最終的には、既存システムの問題点や課題を洗い出したうえで、改善点を反映させた「新システム（既存システムのリニュー
アル）」を構築することができた。

　新システムの導入により、業務効率化によるコスト削減、保健所からの指摘事項等への対応、組合員の職員（栄養士等）
の負担軽減等を実現できた。
　要因としては、委員会のメンバーには当組合の役員だけではなく、実際に操作する組合員企業の職員や専門的知見を有
する外部専門家を入れて協議を重ねたことで、新システムの有効性が向上したためと考えられる。

組合先進事例の御紹介（令和３年度組合資料収集加工事業報告より）

　委員会メンバーに組合員企業（現場）の職員や専門的知見を有する外部専門家等を入れ、和やかな

雰囲気の中で複数回にわたって自由闊達な議論を重ねたこと。

I N F O R M A T I O N

住　　所 〒885-0093　宮崎県都城市志比田町5924番地1

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.kids-net.or.jp/sien/

設　　立 平成6年3月

組合員数 16人

主な業種 幼児教育を行う社会福祉法人及び学校法人

出 資 金 11,830千円

環境変化と現場の声を踏まえた「新たな受発注等システム」の構築

都城地区育児支援協同組合

▲ 新システム開発委員会の様子 ▲ 献立作成機能（トップメニュー）

1. 背景・目的

2. 取組みの手法と内容

3. 成果とその要因



お問合せ先 総合支援部　増井、前田　TEL 0985-24-4278
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　当会には中小企業組合のネットワークを通じた事業承継セミナーの開催等の役割が期待されており、標記セミナーを下記
のとおり開催することといたしました。
　つきましては、貴組合の役職員等の皆様に御参加いただきますようお願いいたします。
　なお、御参加につきましては、当会ホームページの「中央会からのお知らせ」の御案内から、参加申込書をダウンロードし、
御記入の上、代表メール（info@himuka.or.jp）又は FAX(0985-27-3672)宛に10月19日 (水 )までにお申し込みください。

開催日時
開催形式

講 義 ①

講 義 ②

備 考

令和4年10月26日（水）午後1時30分～午後3時
オンライン（Zoom）

講　師　宮崎県中小企業団体中央会　総合支援部　主査　増井　一人
テーマ　「組合事務局に知ってもらいたい事業承継のこと」
講　師　宮崎県事業承継・引継ぎ支援センター
　　　　統括責任者　岡村　　巖　氏
　　　　経営者保証コーディネーター　押川　悦朗　氏
テーマ　「宮崎県事業承継・引継ぎ支援センターの取組（仮）」

申込受付終了後、参加申込書に御記入いただきましたメールアドレスに、参加ミーティングのURL及
び講義資料等を御連絡します。

●開催日時
●開催場所
●開催目的

令和４年１１月２３日（水）１０時～１７時
宮交シティ３Ｆ　紫陽花ホール
県内の様々な業界をＰＲする職業体験ブースの出
展イベントを開催することにより、子供たちを中
心とした若い世代に「地元宮崎にも様々な仕事が
ある」ことを知ってもらい、将来の地域人材確保・
定着支援に繋げることを目的としています。

令和４年度組合事業承継セミナーを開催します！
I N F O R M A T I O N

宮崎県中央会青年部 第6回「みやtheキッズモール」を開催します！
I N F O R M A T I O N

内
　
容

　７月２８日 (木)に、宮崎安全施設
事業協同組合が、国道222号線新
上熊トンネルの都城市側出口付近
（約1㎞）において、ガードレール
清掃や雑草除去のボランティア活
動を実施しました。
　道路標識やガードレール、カーブ
ミラー等を専門に施工・点検する事
業者で構成されている同組合では、
青年部会員が中心となり、こうし
たボランティア活動を毎年実施しており、今年は１５名が参加しました。
　ガードレール清掃等により視認性が高まり、より安全に通行できるようになったほか、沿道の景観整備にも寄与しました。

宮崎安全施設事業協同組合が「ガードレール等清掃奉仕活動」を実施しました
R E P O R T

▲ 青年部の皆さん ▲ 作業風景

各業界のプロフェッショナルが、体験ブースを用意して
おります。皆さまのご来場をお待ちしております。
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　８月２２日（月）、宮崎県自動車代行事業協同組合が、令和４年度組合等ICT対応強化支援事業を活用し、ホームペー
ジ運営について研修会を実施しました。
　現在、組合では信用力や知名度の向上を図るためホームページの活用を検討しています。また、各組合員もＷＥＢを
活用し、集客力を高めたいと考えているため、今年度全３回にわたり、ＷＥＢを活用したビジネススキルについて研修会
を実施する計画です。
　今回、第1回目として「ホームページ設計の概要と最近の動向について」と題し、株式会社ウェブサイトの代表取締役
社長の柳本明子氏を講師に迎え、ホームページ開設の目的や重要性、MEO対策等について学びました。
　これまでＷＥＢを活用した集客活動に取り組んだことのない組合員も意欲的な様子で、熱心に講師の話に耳を傾けて
いました。

宮崎県自動車代行事業協同組合が組合等ICT対応強化支援事業
を活用し研修会を実施しました

R E P O R T

　９月１日 (木)に、宮崎市の
ニューウェルシティ宮崎におい
て、宮崎地区国有林事業協同組
合と諸県造林素材生産事業協同
組合が、合同で消費税インボイ
ス対策講習会を開催しました。
　当日は、「消費税インボイス制
度について」をテーマに、迫間
真彦税理士事務所所長の迫間真
彦氏から、消費税の基本的な仕
組みや適格請求書保存方式 (イ
ンボイス制度)の概要・留意点等
について、分かりやすい事例を交えながら説明をしていただきました。
　そして、「適格請求書が発行できないと、買い手側は仕入税額控除が受けられない。先ずは、自身の事業内容や取引先
のチェックをして、インボイス制度にどのように対応するか検討する必要がある。」と解説されました。
　事業者に大きな影響を与える制度であることから、参加者の皆さんは熱心に聴講され、講師へ積極的に質問を行ってい
ました。

消費税インボイス対策講習会を開催しました
R E P O R T

▲ 迫間講師 ▲ 講習会風景

【宮崎地区国有林事業協同組合、諸県造林素材生産事業協同組合】

　９月２日 (金)に、宮崎市のホ
テルメリージュにおいて、協同
組合宮崎県鉄構工業会が、消費
税インボイス制度講習会を開催
しました。
　この講習会は、一般社団法人
全国鐵構工業協会九州支部の例
会等に併せて開催され、組合員
及び九州各県の鉄骨加工業者が
参加しました。講師に、税理士
法人アイビーパートナーズ代表社
員税理士の海野理香氏を迎え、
消費税インボイス制度の概要や免税事業者との取引において想定される影響等について説明いただきました。
　来年１０月にスタートする消費税インボイス制度は事業者に大きな影響を与えることから参加者の関心も高く、終了後に
多くの質問が寄せられていました。

▲ 海野講師 ▲ 講習会風景

【協同組合宮崎県鉄構工業会】
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　８月３０日（火）に、宮崎市の

ニューウェルシティ宮崎におい

て、宮崎県菓子工業組合が制度

改正等の課題解決環境整備事

業を活用し、食品表示法に基づ

く食品表示基準改正に関する講

習会を開催しました。

　今回の講習会は、平成２９年

９月に改正され、令和４年３月３１日をもって経過措置期間が終了した、食品表示法に基づく食品表示基準（原

料原産地表示）をテーマに、農林水産省九州農政局宮崎県拠点の茂谷正仁氏に御講演をいただきました。

　講習会では、改正された食品表示基準について、具体例を交えながら解説していただき、終了後には、講師

に多くの質問が寄せられていました。

宮崎県菓子工業組合が食品表示法に基づく食品表示基準改正に
関する講習会を開催しました

R E P O R T

▲ 会場風景 ▲ 茂谷講師

▲ 開会式風景

　９月９日（金）に、宮崎市清武町の宮崎レイクサイドゴルフ倶楽部において、令和４年度中央会創立記念ゴル

フ大会を開催しました。（個人戦８１名・団体戦２１チーム）

　団体の部及び個人の部の成績は以下のとおりです。

　また、当日は日本赤十字社への寄付のため、チャリティイベント（ワンオンチャレンジ）を実施したところ、

総額35,750円の募金をいただきました。誠にありがとうございました。

○団体の部

　優　勝

　準優勝

　第３位

○個人の部　　　　　　　 　（グロス）   （ネット）

　優　勝

　準優勝

　第３位

※ネット合計が同スコアの場合、年長者を上位としています。

宮崎県福祉サービス事業協同組合

宮崎県商工会連合会

宮崎地区建設協同組合

高野　賢治　様　　９４　　７１．２

増田　友子　様　　９２　　７１．６

中川　智然　様　　８０　　７１．６

令和４年度中央会創立記念ゴルフ大会を開催しました
R E P O R T
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表紙紹介
　新型コロナウイルスの影響により令和2年度、3年度の町内イベントが中止となっ
ていたことで、町民の思い出作りの機会が減っていたことを受け、どうにか楽しん
でもらえるイベントはできないか考え、都農町青年団連絡協議会で企画・運営し、
昨年初めて開催したハロウィンイベントです。
　都農町のメイン観光スポットである都農ワイナリーにフォーカスし、都農ワイナ
リーからの夜景を望める場所にイルミネーションの飾り付けや団員で制作したフォ
トスポットを設置した手作り感溢れるハロウィンイベントとなっています。
　昨年はジャック・オーランタンブースを始め、ホラーブースなどのフォトスポット
を設置し実施した初のイベントでしたが、町内外から約４７０人の方にお越しいた
だきました。今後も定着したイベントにしていくことを目指し、今年も１０月２９日
（土）に実施予定です。昨年よりも楽しんでいただけるように装飾の配置やブース
の準備を進めています。
　ぜひ、今年のハロウィンは、ご家族や友達との思いで作りに都農ワイナリーへお越しください。都農町青年団員一同ハロウィン
の醍醐味である仮装をして皆様のご来場をお待ちしております。

ほっとひと息
宮崎地区電気工事業協同組合

事務長 中田　陽介

　皆さんは『適度な運動』してますか？
　私は40歳を過ぎましたが、社会人になってほとんど
運動をせずに過ごしてきた結果、数年前の健康診断
では、ＡＬＴなどの肝機能を表す数値が基準値の２～
４倍だったことがきっかけで、これまで見向きもしてこ
なかったウォーキングをスタートさせました。
　ＧＷの休みに始めたこともあり、気合を入れて難な
くこなしていましたが、いざ仕事が始まると当然です
が仕事の後は気力が湧かずサボることも度々ありまし
た。ですが、今現在も１カ月のうち半月以上は続ける
ことができています。
　しかし、１ヶ月ほど過ぎると『健康のためとは言え、
ただ歩くだけ』にも少々飽きてくるもので、この状況
を打開する為に音楽を聴きながらウォーキングするよ
うになりました。
　音楽を聴くようになってからというもの、ランダムに
流れる音・歌詞・雰囲気が、その時々の景色や風景
と絶妙にマッチして気持ちを高めながらウォーキング
できるようになりました。この頃からウォーキングが『楽
しい・気持ち良い』と感じるようになり、いつしか帰

宅後には『早く行かないと！』と思うようになり、その
反面、雨の日は残念に感じました。
　そんなある日、『もしかしたらフルマラソン完走も夢
ではないのでは？』と考えるようになりました。目標
が明確になった私は、調子に乗ってランニングの距離
を長くし、スピードを上げてタイムを計るなど、現実
的な目標になりつつあったのですが、そうそう上手くは
いかず、ある日のランニング中に足の付け根に違和感
を覚え、数日経っても収まらず、気付けば走る度に痛
みを感じるようになり、現在も長距離を走ることができ
ずに何ともストレスが溜まる日々が続いています。
　幸い私生活に影響はなく、何とかウォーキングは出
来るまでになったのが救いですが、40歳を過ぎたばか
り、頭では『まだ大丈夫！』と思っていても、体は『ちょっ
と待って！』と危険を知らせてくれたのだと思います。
　この教訓から今後は色々な事にチャレンジしたいと
思いますが、何事も適度に楽しみながら続けて行こう
と思います。

（宮崎県中小企業組合事務局連絡協議会　理事）

ワインの丘のハロウィンナイト

令和４年度中央会行事予定

第６回みやtheキッズモール

開 催 日：令和4年１１月２３日(水)
開催場所：宮崎市「宮交シティ3F紫陽花ホール」

業界課題別検討部会（介護事業）

開 催 日：令和４年１１月２１日(月)
開催場所：オンライン（ＺＯＯＭ）

中小企業組合検定試験

開 催 日：令和４年１２月４日(日)
開催場所：宮崎市「宮崎県中央会研修室」

第７４回中小企業団体全国大会

開 催 日：令和4年１１月１０日(木)
開催場所：長崎県長崎市「出島メッセ長崎」

中央会青年部第２７回県大会

開 催 日：令和4年１０月１５日(土) 
開催場所：宮崎市「ＭＲＴ micc」

令和４年度組合事業承継セミナー

開 催 日：令和4年10月26日（水）13:30～15:00
開催場所：オンライン（ＺＯＯＭ）



情報連絡員 30名　/　回答者数　30名

DI値は、前月と比較して、売上高はマイナス１０ポイントの悪化、収益状況は
プラス１３ポイントの改善、業界景況はマイナス７ポイントの悪化となった。
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情報連絡員報告
令和4年

8月期

全体概況

木材・木製品
　製材業　原木市況は出材量は順調も、相場は虫害や製品需要の鈍化、停滞を背景に、総じて下げ基調で推移している。製品は新

設住宅着工戸数が前年同月比で７カ月連続で減少、需要減に拍車がかかっている。このため製品市場に活気がなく、荷動きにも勢い

がない状況であり、現状価格維持をいつまでできるか正念場を迎えている。

　製材業（プレカット）　8月の実績は前年比88％、4ヶ月連続で前年度を下回る結果となった。業界紙を見ても大手住宅メーカーのほ

とんどが前年を下回る受注量となっているようで、当分の間は住宅に関しては厳しい数字が予想される。物価上昇が落ち着くまでの間

は、非住宅の加工で数字を確保するしかない状況である。年内の非住宅についてはおおよそ受注が確定しているので、何とか黒字を

維持していきたい。

　木製品製造業　8月は周辺地域でもコロナの感染者が増加していた。

印　刷
　印刷・同関連業　宮崎市に対して、価格転嫁の要望書を提出した。組合員をはじめ、業界の各社に対して聞き取りをしていただい

ている状況である。

窯業・土石製品
　窯業・土石製品製造業　民間大型工事の本格打設が始まり、宮崎県公共工事も発注入札が少しずつ増えてきている。それにしても

前年比マイナスの出荷実績は変わらず、出荷数量減及び原材料高を単価の値上で対応していく。

　窯業・土石製品製造業　先月の状況と大きな変化はなく、昨年同月比54.7％と非常に悪い。累計でも49.2％と悪い。通年この様

な状況の可能性有り。

小　売　業
　たばこ販売業　たばこを取り巻く環境は、度重なる増税や喫煙規制強化などにより喫煙者・たばこ販売量ともに減少の一途を辿っ

ているが、同時に販売店も減少しており、たばこ組合の加入店がそのほとんどを占める状況となっている。コンビニは加熱式たばこ

の販売促進により売り上げを伸ばし、キャッシュレス決済の浸透により、喫煙者のコンビニへの流れが今後より一層加速するものと

思われる。一般小売店は固定客の安定的確保と、喫煙環境の規制強化に対応した喫煙所の確保・提供により集客力アップを図るなど、

時代変化への対応に迫られている。

　小売商業　当月は３年振りの行動制限のない夏休み・お盆休みとなり、県内でも感染者が過去最高を更新するコロナ禍の状況の中

でのお中元商戦であったが、集客・売上とも、何とか昨年並の水準で推移した。要因としてはプレミア率３０％の「西都市プレミア付

【前年同月比の業界の景気動向】 （DI値）
令和2年9月～令和3年8月
令和3年9月～令和4年8月【主要3指標DI値推移】

売 上 高項目業種

製
造
業

非
製
造
業

食 料 品

木材・木製品

出版・印刷

窯業・土石

鉄鋼・金属

卸 売

小 売

商 店 街

サ ー ビ ス

建 設

運 輸
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※網掛けについては、特に悪化した項目   ※ＤI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／調査対象組合数］×100
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商　店　街
　宮崎市　引き続き、コロナに対する不安感もあり、来店客数の減少が続いている。

　都城市　感染の拡大による急激な変化はここ数年変わらない状況の中、経済を止めない方針のおかげで店舗自体の営業は通

常通りだが、肝心なお客様自体の自主的な行動制限で客足が減少している。また、感染者の拡大による従業員家族の濃厚接

触並びに本人の感染と、身近な感染拡大が目に見えてはっきりとわかる状況になってきている。原材料の高騰も止まらず、価

格転嫁せざるを得ない状況だが、お客様と身近な商店はなかなか難しいとの声も出てきている。

サービス業
　観光業　閑散期の８月に、今年は例年より３割ほど多い予約が入っていたが、それもコロナの第７波の影響で、予約の９割がキャ

ンセルとなり、組合員もこの先の不安が拭いきれない。９月～11月の繁忙期に期待するが、修学旅行の形態も、このコロナ禍で変わり、

旅行日数が少なくなり、組合員の稼働日数も減少している。

　自動車整備業　今月は忙しく感じる日がなかったが、入庫台数は前年比微増であった。組合員からも忙しいとの声を聞くことはなく、

暇だという声が多くなってきている。

　不動産業　仕入価格の上昇で工事価格の上昇が懸念される。

建　設　業
　管工事業　共同受注工事は順調に推移しており、修繕工事は増加傾向。公道工事は減少傾向にある。公共工事は前年比増加、民

間工事は大型案件は少なく、前年比減少傾向にある。資材のメーカー価格の値上げが継続。塩化ビニル管は昨年5月以降、数回にわ

たり値上げを公表。ダクタイル鋳鉄管も昨年8～10月に10%程度の値上げ、本年8～10月にも更に10%程度の値上げを公表。9月

10日 (土 )の「下水道の日」にちなみ、大淀川河川敷の清掃ボランティアを計画。組合員等総勢123名が参加予定であったが、コロナ

の感染拡大により、昨年に引続き中止とした。

　管工事業　最近、分譲地が多くなってきた。

運　輸　業
　軽貨物運送業　新型コロナウィルスの感染拡大の影響で、組合員の感染及び家族の感染で濃厚接触者となり、自宅待機を余儀なく

されることがあり、非常に厳しい環境の中での営業で、毎日の配車に支障をきたしている。特に若い世代の組合員たちが濃厚接触者

で休業を余儀なくされるため、戦力が低下した中で非常に厳しい状態が続いている。必然的に売り上げ減少につながるので厳しい環

境である。

　貨物運送業　原油価格は、欧米の金融引き締めを背景とした世界的な景気後退リスクによるエネルギー需要の減少が見込まれてい

ることや、イラン核合意復活に向けた協議の再開が報じられ、供給増の期待が膨らんでいることから、やや下落傾向となったが、国

内燃料価格は高止まりが続いており、組合員はかなり厳しい経営状況となっている。

「中央会だより」では、県内中小企業組合の皆様の活動をPRするため、イベント情報や各種研修会・講習会等の開催情報を募集して
おります。お申込み・御相談をいただければ、当会より取材にお伺いします。

中央会だよりに関するお問合せ

宮崎県中小企業団体中央会 [発行人] 堀之内 芳久　[編集人] 野口 和彦
[TEL] 0985-24-4278　[FAX]0985-27-3672
[URL] http://www.himuka.or.jp　[E-mail] info@himuka.or.jp〒880-0013 宮崎市松橋2丁目4番31号 宮崎県中小企業会館3Ｆ

き商品券」によるところが大きく、行政に対して感謝したい。しかし、今月もコロナ禍以前に回復する兆しはなく、今後の物価高騰、

円安等の追打ちが控え、経済不安が募るばかりである。

　石油販売業　石油製品の価格が高止まりしていることから、需要が減少している。特に個人消費の減少が大きくなっている。

国の補助金により価格が抑えられているが、９月までの期限も延長される方向にある。補助金が終了すれば一気に価格が高騰するこ

とになり、終了の仕方によっては混乱が生じることが懸念されている。

　LPｶﾞｽ小売販売業　８月 CP価格 (サウジ通告価格 )は６７０㌦ /㌧ (前月比△５５㌦ /㌧ )。７月MB価格 (米国産平均価格 )＋(米国物流

経費８０㌦ /㌧)は６７７㌦ /㌧ (前月比△３５㌦ /㌧)。対顧客電信売相場 (７月平均 )は１３７.７９円 /㌦ (前月比＋２.８６円 /㌦ )。米欧の積

極的な利上げ継続による景気後退懸念、中国が新型コロナウイルス感染拡大に対し制限措置を再強化したことによる需要低迷への懸念等

により原油価格が下落。ＬＰＧ価格も不需要期が重なり小幅な下落となった。　　
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広
　
告

テーマ
各テーマを各3回ずつ全12回

経営編（全3回）

戦略計画編（全3回）

人材組織編（全3回）

財務計数編（全3回）

～リーダーシップとマネジメント

～戦略思考と計画力～

～組織形成と人材育成～

～計数感覚と収益構造～

事業承継・後継者育成

（詳細はTBC事務局までご連絡ください）

（担当：児玉・外山）

次世代塾 第8期生募集！次世代塾 第8期生募集！

2022年6月より全12回を実施予定

営業統括部 TBC事務局

これまで「213名」が受講した人気のセミナーです。
　県内の経営者、後継者等を対象に「次世代塾」を開催いたします。
後継者に求められる「経営力」の基本と応用、実践演習を交え
ながら学んで頂き、異業種間の交流も喜ばれています。

（毎月1回開催）
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